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の筆者のバックグラウンドを少し紹介したい。筆者は今、中東の政治、主に現代エジプトとシリアの歴史、政治および社会運動に焦点をあてた研究を行っている。シリアでは、ダマスカス大学で英文学を専攻していた。当時から常々政治学を学びたいと思っていたが、独裁体制で言論や表現の自由がない国で、政治学 よう 分野を自由に研究するこ むろん不可能であった。シリアにいるにも関わらず シリアや中東についての報道やアクセス可能な学術的知識は非常に限られたものだった。　
多くのアラブ諸国では、三種類の書籍が禁じ
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リアの農村部の社会政治的研究の結晶であり、与党バース党 ルーツを辿り、アサド体制の特質と権力構造を検証した書籍であ 。このように挙げればキリがないが、アジ研図書館はシリアだけでなく、中東政治の研究 行ううえで、多くの資料とデータをアラビア語、英語、日本語で提供してくれる非常に心強い味方であり、研究の 大なサポートをしてくれる存在である。　
ダマスカス大学の学部生だった頃、図書館の
本棚はほとんど空っぽで、図書館は自習スペスを提供するだけの場所だった。図書館に対するイメージ 、アジ研図書館を知ってから一八〇度変わった。幅広い分野の書籍、資料 デタが豊富なだけでなく、専門知識を持ったライブラリアンが的確なアドバイスを れる。シリアから遠く離れた日 、自分 国につい より深く知ることができたのは、アジ研図書館のおかげである。（D
arw
isheh H
ousam
／アジア経済研究所
　
中
東研究グループ）
